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座間支部　椋  茂廣　

今我々にできることは・・・。

　3月11日 PM2：46 M9.0の大地震と津波による、未曾有の大被害が東北・関東の広域におよびま
した。 
　偶々、神事協で企画業務委員会を3時より開催する為に、各委員さんが集合している最中でし
た。皆さんご存知のとおり、事務局はRC9階の2階部分にありますが、かなりの横揺れが3分程度
続き船酔い状態であり、このまま倒壊するのではと思った方が多かったのではないでしょうか。現
実的に外壁や内壁にクラックが数か所が入ってしまいました。
　その後の余震により、船酔い状態が続きましたが、5時に散会しました。交通機関がストップ
し、横浜駅から徒歩で協会までこられた委員さんによると、「道路上に窓ガラスなど障害物が散乱
し、又、建物から避難された方が多く、歩きづらく、危険と不安でいっぱいだった。」とのこと。
　その後、各委員さんは車に便乗し帰宅しましたが、当事務所まで通常では１時間以内で着く距
離ですが、約5時間かけてやっと到着致しました。
　次の日にガソリンを給油しようとしたら給油出来ず、2日後に開いているスタンドをやっと見つけハ
イオクを給油しました。（普通のガソリン車ですがハイオクしか無いと言われ。）その上、計画停電で
パソコン・コピー機等OA機器が使えないで仕事が出来ず、催促の電話で頭を悩ませております。
　皆さんも多かれ少なかれ、同じように苦労されていると思います。ましてや被災地の皆さまのご
苦労は図り知れません。そこで、個人的に今できることは、第一が我慢をすること、第二が冷静に
考えることではないでしょうか。第一我慢とは、普通の生活より少し不便にすること、品物を貯めこ
まないこと、「少しペースダウンしましょう」と言うメッセージとしてとらえる事ではないしょうか？そ
のことが、最大の援助になることを知るべきです。少し余裕のある方は、現地で必要な物や人、家
屋の提供等出来ることを各々考えるべきであると思います。
　長期に渡る援助が必要となることも考えなければなりません。第二は被災者には申し訳ござい
ませんが、日本国はどこにいても必ず地震の洗礼を受け、被災者、地震難民になる可能性が高い
ことを意識の片隅に置くべきです。
　今回の場合は津波被害が大きく、地震による建物被害の様子が現在では不明ですが、神奈川
県でも大地震があれば、同じような被害状況となるが、被害内容は津波より、建物倒壊及びインフ
ラ被害が大きくなることは明らかであり、首都圏の機能はマヒし、特に情報機能の喪失は、デマ等
流言飛語が飛び交い不安材料をあおりパニック状況になり得る。まして経済損失は年間の国家予
算規模であろうと予測されている。又、避難者の数は想像に絶する数に膨れ、避難場所すら確保
出来ないことが現実となるだろうと予測されております。要するに、このような状況の地域に暮らし
ていることを考えるべきであり、知らせるべきではないでしょうか。
　建物の全壊や損壊は命、生活が奪われることも知っておくべきです。
　次に、建築に携わっているものが今出来ることは何か？
　基本に立ち戻り、先ず安心、安全を第一に考え、日々 研鑽し、確実な仕事をすることだと思います。
　今後、被災地では、復興に向かって数々の問題を抱えながら進むと思いますが、その過程で我々
の仲間の設計者が携わることとなるが、上記の心構えで臨むことと思います。
　個人的には、応急危険度判定や被災度区分判定等の講習会の資料を再考しておりますが、お
手伝い出来るでしょうか。又、地元の座間市には、耐震診断等の建築相談への対応を座間支部で
行う旨を申し入れました。（2件あり対応中）
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背に男湯と女湯の中間に番台があり、白髪のお
婆ちゃんが愛想良く座っています。料金は大人
400円です。午後3時半、開店したばかりという

のにざっと見て30名ほどの人が脱衣室、浴室に
入っています。3間×3.5間の脱衣室で着替える
と、威勢のいい職人さん風の後姿に、立派な刺
青が見えます。肩口から尻の膨らみまで豪勢な
ものです。番台のおばちゃんから石鹸等を買
い、脱衣を済ませなかに入ると白を基調にした
内装が眼に入ります。天井は男湯と女湯の中央
部分が高く、明るい日差しが入ります。床、壁
はタイルで天井は木にペンキ仕上げです。簡単

Vol.45　　

川崎支部　恩田  耕爾　

下町の銭湯「荒井湯」

　墨田区本町2丁目バス停前に、昔ながらの銭
湯「荒井湯」があります。春日通りに面し厩
橋の先にちょっと奥まっているので見過ごし
やすいので注意する必要があります。ここに
は、スカイツリーのペンキ湯が描かれている
ということで、金曜日の午後に訪ねてみまし
た。春日通り
から細い道を
少し入ると、
正面にコンク
リートの唐破
風の入り口が
あり昔ながら
の風情が感じ
られます。正
面入り口と下
足箱の上には
漆喰の絵が描
かれている。
正面入り口は
波の上を千鳥
が飛び、下足
室に上壁には
鶴が大入り袋
をくわえて飛
んでいます。
入り口部分は
コンクリート
ですので米軍
の空襲の戦火
にも耐え今日
まで残ってい
ます。中に入
ると入り口を

〜歴史的建造物を訪れて〜

春日通りから見える玄関部分

漆喰の上に描かれた鏝絵（千鳥）

下駄箱の上の漆喰の絵（鶴）

脱衣場（天井は2重折上げ格天井）
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に汗を流し、一番ぬるい湯に浸かると、下町の
細身のおじさんが話しかけてきます。「今日は
ニコニコ入浴の日だよ」、「あんた知らなかっ
たの？」「毎週、無料なので孫を連れたりして
くる。」、「墨田区役所で入浴券をくれるん
だ」次から次へと話が止まらない。ぬる湯、ゲ
ルマニューム鉱泉のバイブラ湯、熱湯と周り、
脱衣場に戻ると、気がつかなかったが立派な格
天井から大きな扇風機がぶら下がっていて涼し
い風が来ています。脱衣場は戦災で焼けたの
で、昭和25年に再建したようですが、それでも
なかなか昔の暖かい感じがします。脱衣ロッ

カーの上には
水槽があり熱
帯魚が泳いで
います。縁側
には石灯籠と
池があり、こ
こにも錦鯉が
泳いでいまし
た。番台のお
ばあちゃんに
写真を撮らせ
て貰えないか
と い う と 、

男湯の洗い場（中島絵師によるスカイツリー）。
左の女湯には赤富士の一部が見える

「だめだめ、いまもっと若いのが来るから、そ
れにしな」という。しばらくすると、若い、年
の頃50代から60代の美人のおかみさんがやって
きました。番台に登るのを見て1枚写真を取ら
せて頂きました。「恥ずかしい」というので顔
は小さく撮りました。今、無縁社会など言われ
始めたこの頃
ですが、銭湯
は庶民の地域
コミュニケー
ションの場と
なって今も活
躍していまし
た。歴史的建
造物として登
録され、これ
からも残って
ゆくことが期
待されます。
銭湯を出ると
春日通り越しにスカイツリーが目の前です。

※男湯はスカイツリー、女湯は赤富士。絵師は
中島。ローマ字のサインがあります。

※鏝絵で使われる絵柄は鶴と亀が多いです。鶴
と亀は長寿の象徴として「鶴は千年、亀は万
年」といわれ、縁起がいいのでよく描かれて
います。ここでは千鳥が入口にいる。

※50年が経過しており、現在では珍しくなった
技術や技能が残されております。しかも現在
も庶民に利用されていることから文化財登録
制度を活用され、長く地域に残したい建築物
です。

※昔の銭湯は脱衣、洗い場までは男女別です
が、江戸時代はそこから先の浴槽は男女混浴
だったようです。庶民は湯船に浸かりながら
お見合いなんかもしたようです。番台から見て左側女湯、右側男湯

春日通りの源光寺屋根越に見えるスカイツリー
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〜支部だより〜

　丹沢山塊への登山口として知られる秦野市蓑
毛に大日堂があります。大日堂は他に不動堂、
十王堂（地蔵堂、閻魔堂、茶湯殿などの名称を
持つ）また、入口には仁王門などから構成さ
れ、それらを総称して大日堂と呼ばれていま
す。建物の中には平安期あるいは江戸期と推定
されている大日如来、十王像などいずれも貴重
な仏像が安置されています。境内地は最盛期に
は相当大規模な地域信仰の場として栄えていた
ようです。残念ながら現在では老朽化が進み、
建物の修復が急務という状態です。当時の姿
を再現することは無理でもなんとか現状を回復
し、大切な文化遺産を守る必要を感じました。
同じような意識を持つ団体と協力し平成21年8
月「秦野みのげ文化の会」が生まれ、そこから
本格的な保存活動がはじまったのです。たまた
ま秦野に部材で保存されている明治期の洋館、
梅原家の再建を目指す「秦野の鹿鳴館再建の
会」がこの蓑毛を候補地にしたのです。また、
蓑毛地区の地域興し団体がまとまり「蓑毛地区
活性化検討委員会」を結成しました。
　そんな矢先、昨年建築士会を通じて文化庁よ
り地域伝統文化総合活性化事業に選定された
のです。22年9月頃から今までの活動を12月ま
でに報告書にまとめ、平成23年2月26日（土）
「閻魔大王フォーラム」開催に至るのです。主
催は建築士会中支部ですが事務所協会中ブロッ
クをはじめ、10団体の後援をいただきフォーラ

秦野支部　田代  茂夫　
ムを実現することができました。
　基調講演には静岡県職員で大分県の由布院観
光総合事務局長として活躍し、静岡県内でも
各地で町おこしの仕掛けを携わってきた溝口久
氏が体験に基づいたまちづくりのヒントを紹介
し、続いて東海大学観光学部長、松本亮三氏が
調査した蓑毛の歴史、文化について画像を見な
がら講演をおこないました。パネルディスカッ
ションでは同じく東海大学建築学科の加藤仁美
教授をコーディネーターに迎え、松本教授、
「秦野の鹿鳴館再建の会」会長、紫藤邦子氏、
（社）建築士会技術支援委員会スクランブル調
査隊隊長、森山恒夫氏、地元秦野青年会議所理
事長、佐藤達也氏がパネリストに、そして基
調講演をされた溝口氏と大日堂の管理寺、宝蓮
寺、礼美住職がオブザーバーとして加わり、歴
史文化の継承、まちづくりの提案などが議論さ
れました。最後の質疑応答では会場から大日堂
の文化遺産をどう守っていくか、もっと開放し
ていく必要があるのでは等の質問が出され保存
の難しさを感じさせられました。蓑毛に温泉は
可能か、との質問に地域の代表者は千メートル
から二千メートル掘る気になれば必ず出る。と
意気込みを示すなど熱い討論のうち閉会の午後
九時を迎えることになりました。
　来場者のなかには地元でも初めて知ることも
多かったとの声も聞かれ、今後の保存活動に大
きな励みになったフォーラム開催でした。

閻魔大王フォーラム開催
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日　時　　平成23年3月25日（金）
　　　　　午後3時30分～午後4時45分
場　所　　横浜市技能文化会館２Ｆ
　　　　　多目的ホール（横浜市中区万代町2-4-7）

○司会者
根岸総財務委員長の司会により定刻通りに
開会。3月11日に発生した東日本大震災を受
け、出席者全員で黙祷を捧げる。

○開会の辞　吉川副会長

○建築士事務所憲章の朗読
佐藤総財務副委員長による建築士事務所憲章
の朗読。

○会長挨拶

○定足数
　司会者により定足数確認（平成23年3月25日現在）
　　会員数	 786名	（過半数は394名）
　　議場出席者	 62名
　　委任出席者	 437名
　　出席者総数	 499名
　以上、定款第２４条による総会の成立を報告。

○正副議長の選任
司会者は議場に諮り、司会者一任の承認を得
て、正副議長を選任。
　議長　　湘南三浦支部　加藤清支部長
　副議長　横須賀支部　　安田孝至支部長
を選任する。

○議事録署名人の選出
議長は、議事録署名人の選出について議長に
諮り、議長一任の承認を得て指名選出する。
　議事録署名人　会　　長　　上原伸一氏
　　　〃　　　　横浜支部　　小渡佳代子氏
を選任する。
続いて議長は、第1号議案、第2号議案は関連
事項につき一括して審議する旨報告し議事を
進める。

○第１号議案　平成23年度事業計画案承認の件
　　　　　　　提案通り承認

○第２号議案　平成23年度予算案承認の件
　　　　　　　提案通り承認

○平成23年度収支予算（案）の概要（手元の資
料参照）

○その他
議案書に誤りがあったため、三杉専務理事が
口頭により説明、その場で訂正していただく
ようお願いをした。
〈訂正箇所〉
議案書7頁　平成23年度・一般会計収支予
算書（案）
　　前期繰越収支差額（Ｇ）増減
　　【正】7,743,000
　　【誤】7,732,000
　　次期繰越収支差額（Ｆ＋Ｇ）増減
　　【正】△18,399,000
　　【誤】△18,310,000

○閉会の辞　芝副会長
長時間に渡り、慎重なるご審議をいただきま
してありがとうございました。
予算のない厳しい状況ではありますが、その
ような中でも活発な活動しようという強い
思いを持って各委員会の皆様が動いて下さっ
ております。会員の皆様、所員の皆様におか
れましては、積極的に当会の活動にご参加い
ただきますようお願い申し上げます。　本日
は、ご出席まことにありがとうございまし
た。

社団法人神奈川県建築士事務所協会

第54回通常総会（平成23年度予算総会）開催報告
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賛助会新入会員紹介
株式会社E＆CS　（担当：桶屋　眞士）	 平成22年10月入会
　住所：〒102-8332　東京都千代田区三番町2番地
　TEL：03-5276-2997　　FAX：03-5276-2981
　株式会社E&CS（イーアンドシーエス）は、環境と建設のソリューションを社名とし、｢トグル
制震構法｣を使った耐震ソリューション事業を中心に事業展開しています。
　トグル制震構法は耐震改修や新築建物に取付ける制震装置です。地震時の建物の変形を、テコ
の原理（トグル機構）で増幅してダンパーに伝え、地震エネルギーを効率良く吸収します。建物
にはいる地震エネルギーを小さくでき、建物の損傷や家具の転倒などの被害を低減します。

　平成23年度の技術調査委員会の活動が終了い
たしました。当委員会ではこの2年間かけて活
動してきたことは、大きく分けて3つに分類で
きます。まずひとつ目が「建築における環境問
題について」白石委員を中心にデーターを収
集・検討し、家の燃費計算シートを作成してい
ただきました。CO2の使用量を把握しエネルギ
ー消費量を算出するものです。このことで環境
に配慮した効率の良いエネルギー消費を考えて
いこうと言うものです。二つ目が工事監理ガイ
ドラインの作成です。玉田副委員長を中心に編
集・作成していただきました。「工事監理チェ
ックリスト」と題して非木造の1000㎡程度の建

委員長　西倉  哲夫　

物用に建築・電機・給排水衛生空調・昇降機等
の4工事編ごとにまとめて有ります。三つ目は
「仕様書等の改定について」荒谷委員を中心に
特記仕様書（意匠）と構造標準図（RC造、小
規模S造）の改定をまとめていただきました。
以上の三つの成果については、本会ホームペー
ジの会員のページに掲載して有りますので、会
員の皆様におかれましては積極的に活用してい
ただけるよう願っております。そして、運用に
当たって何かご意見があれば、どしどし委員会
にお寄せいただけましたら幸いに思います。ど
うぞ今後とも技術調査委員会を暖かく見守って
いただけますよう宜しくお願い申し上げます。

委員会活動報告

技術調査委員会

　この単線の線路は何処にあるでしょう。また、この
車両はどこを走るために造られたでしょう。

　答えをメールまたはＦＡＸにて神事協事務局までお
寄せ下さい。正解者の中から抽選で御一人に図書券を
差し上げます。（今回より図書券は1000円分の進呈と
させていただきます。ご了承ください。）
（FAX：045-212-3807　E-mail：noguchi@j-kana.or.jp）
※締め切り：平成23年4月20日（水）当選者は5月号にて発表予定です。
※広報情報委員と事務局員及び家族の方のご応募はご遠慮ください。

尚、前回（3月号）の正解と当選者は下記の通りです。
正解：城ヶ島大橋
当選者：相模原支部（有）福永建築設計事務所　福永　憲一様

旅のクイズ 第9回

問題
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退会

入会

入会

退会

退会

変更

横浜支部

県西支部

川崎支部

相模原支部

横浜支部

㈲大内工務店一級建築士事務所	 大内　利一
〒241-0004　横浜市旭区中白根4-12-5
TEL.045-954-1555　　FAX.045-954-1583

郡リース㈱　横浜支店
〒231-0062　横浜市中区桜木町3-8横浜塩業ビル
TEL.045-662-8541　　FAX.045-640-1680
【代表者】鈴木　稔　　　【担当】平澤　友和
【営業内容】軽量鉄骨による｢システム建築｣の設計・施工・リース
　　　　　　その他附随工事

㈲ドゥーイングリハウス

竹広林業㈱一級建築士事務所
（会員名変更）加藤　一郎

佐々木　文夫

㈲天久設計
（所在地変更）〒252-0302　相模原市南区上鶴間5-1-15　104号
ＫＡＺ設計・工房
（事務所名変更）㈱ＫＡＺ設計・工房
ＴＥＲＲＡ建築デザイン工房一級建築士事務所
（所在地変更）〒252-0303　相模原市南区相模大野8-2-6　第一島ビル505
（TEL・FAX変更）TEL.042-712-5091　FAX.042-712-5092

㈲コル建築計画事務所	 益野　幸治
板場三四建築設計事務所	 板場　三四
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横 須 賀 57 55 0 2 -2
湘 南 三 浦 22 21 0 1 -1
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平 塚 21 21 2 2 0
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厚 木 36 37 2 1 1
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編集
後記

 4 月の行事予定
4 月 1 日 公益法人制度改革対応専門委員会

5 日 広報情報委員会
6 日 新規開設建築士事務所講習会（会場：神事協会議室　※ 3月15日延期分）
7 日 総財務委員会
8 日 設備についての勉強会　電気設備編　1 日目（会場：神事協会議室）

11 日 設計監理指導委員会
12 日 木造特別委員会
13 日 賛助会事業計画検討会
14 日 監査会
15 日 企画業務委員会

設備についての勉強会　電気設備編　2 日目（会場：神事協会議室）
18 日 かながわみどりの家補助金制度の説明会（会場：横浜市開港記念会館）
19 日 技術調査委員会

「建築におけるほんとうの環境問題とは」勉強会（会場：神事協会議室　※ 3 月 17 日延期分）
20 日 理事会
22 日 設備についての勉強会　衛生設備編　1 日目（会場：神事協会議室）
25 日 ブロック支部委員会
28 日 設備についての勉強会　衛生設備編　2 日目（会場：神事協会議室）

　このたび未曾有の大災害の発生により命を落とされた方々に哀悼の意を捧げますと共に、被災
された多くの皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　地震は広い範囲に影響と課題を出しました。津波は想定外の高さではあったが、もしかしてあるかも
しれない対策が行われなかったことが甚大な被害になったと防災専門家が言った。さらには原発の被害
の原因も水害により安全機能が壊され世界が見守る非常事態にまでなってきている、もしかしての対策
がされていなかった結果ではある。耐震補強がされた建物には効果が見えたが、震源地から離れた都心
でも長周期に対する想定がもしかしての範囲であれば数多くの高層の建築物の崩壊がある、我々建築設
計者の責任は重大である。
　未曾有の災害復興だけでなくこれからの日本国の生き方が問われ、世界の国々が見ている、日本の創
生、活きる道を実践する時が来たと思います。
　被災地の一日も早い復興と、被災された方々が早期に落ち着いた生活に戻られることを心から祈念申
し上げます。	 （相模原支部　竹尾秀一）
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お問い合わせは…担当：広報委員　西村真一　(三洋工業株式会社)
 TEL：03-3685-3452　Mail：shi-nishimura@sanyo-industries.co.jp

賛助会会員の皆様へ　以下大募集中です!!

神事協・神奈川賛助会
広報委員会　西村  真一

◆賛助会ホームページ　http://navi.nikkori-house.jp/kanagawa-sanjokai/Default.aspx 
　（「神奈川県建築士事務所協会HP」のトップページ→「神奈川賛助会」から入れます）
　本会の先生方限定のお得な情報（会員様限定の割引価格などなど）をHPに掲載（掲載費無料）
◆会報『KANAGAWA』原稿
　こちらのページを新商品、新工法、また企業のPRにご活用ください!!（掲載費無料）


